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製図試験基礎トライアル　単位空間編１（便所）
１．下図の様な状況において、点線の範囲で客用便所を計画せよ。設置する項目は、次のとおりである。

男子便所：大便器２ケ、小便器４ケ

手洗器３ケ

女子便所：大便器４ケ、手洗器４ケ

ＳＫ（雑巾流し）１ケ

車椅子使用者用便所：大便器１ケ、手洗器１ケ

手摺

ＰＳ

設置項目

３．下図の様な状況において、点線の範囲で職員用便所、湯沸室、ＤＳ、管理廊下、及び通用口を計画せよ。

職員用男子便所：大便器１ケ、小便器１ケ

手洗器１ケ

職員用女子便所：大便器１ケ、手洗器１ケ

設置項目

設置する項目は、次のとおりである。

湯沸室：流し台（電気コンロ付）１ケ

管理廊下：点線の範囲外の管理廊下と接続し、通用口に至るものとする。

通用口：いずれかの外壁に設ける。

ＤＳ（ダクトスペース）：直下に機械室があるものとし、
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２．下図の様な状況において、点線の範囲で客用便所を計画せよ。設置する項目は、次のとおりである。
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男子便所：大便器２ケ、小便器４ケ
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女子便所：大便器４ケ、手洗器３ケ

ＳＫ（雑巾流し）１ケ

車椅子使用者用便所：大便器１ケ、手洗器１ケ
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４．下図の様な状況において、点線の範囲を有効に使い、車椅子使用者用を含む客用便所を計画せよ。
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尚、便器、手洗器等の数は適宜とする。
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製図試験基礎トライアル　単位空間編２（階段）

２．階高４ｍの際、バリアフリー法対応の階段を下記の範囲で完成させよ。尚、平面は（３階建て建物の２階）中間階とする。
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廊下

大梁位置

7,000

Ｓ．１／１００

下記の の中に数字を入れ、文章を完結せよ。

バリアフリー法による客用階段の幅員は ㎝以上、踏面は３０㎝以上、蹴上げは ㎝以下となっている。従って、階高が４ｍの時、段数は

段以上必要となる。

１．

３．階高５ｍの際、バリアフリー法対応の階段を下記の範囲で完成させよ。尚、平面は中間階とする。
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下記の の中に数字を入れ、文章を完結せよ。４．

管理区域内で従業員の移動と避難の用に供する屋内階段は、バリアフリー法の適用を受けないので、幅員は

蹴上げは ㎝以下となっている。従って、階高が４ｍの時、段数は 段以上必要となる。

尚、非常時の避難を主な目的とする屋外階段については、幅員を

㎝以上、踏面は２４㎝以上、

㎝以上とすることができる。（踏面、蹴上げは同様。）

５．階高４．５ｍの際、管理用の階段、ダクトスペース、小荷物専用昇降機１基を点線の範囲で完成させよ。尚、平面は（地下１階、地上３階建ての）
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小荷物専用昇降機：昇降路内法はＷ１５５０×Ｄ１４５０ｍｍ以上、

カゴの内法はＷ１０００×Ｄ１０００ｍｍとする。

１階とする。
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製図試験基礎トライアル　単位空間編３（階段）

下記の の中に数字、または文字を入れ、文章を完結せよ。

○準耐火構造の５階建て以下の建物について、２階では居室の床面積合計が４００㎡を超えた場合、また３～５階いずれかにおいて

１．

㎡を超えると、２つ以上の直通階段が必要となる。ただし、病院、および児童福祉施設の主たる用途の居室については

替えることとなり、６階以上に居室がある建物、または劇場・映画館・集会場等の場合は規模に関わりなく２つ以上必要となる。

㎡以上と読み

○下図（１階以外の階）のような建物において、居室ａの場合のＡＢＣＤＥの道程を歩行距離と言い、Ａ点から２つの階段への道程の内、重複

する部分（ＡＢＣＤ）を という。建物が準耐火で内装を準不燃としたものについては歩行距離で

下図の状況において、２・３階の廊下から避難できる屋外直通階段を計画せよ。尚、建物は地上３階建て、階高は各階４ｍとし、１階床レベルは

ア

２．

ＧＬ＋１００とする。

廊下
出口を
設ける

所要室

２階平面図

廊下
出口を
設ける

所要室

３階平面図

所要室

道路境界線

隣
地
境
界

線

管理廊下
通
用
口

１階平面図

ｍ以下としなければならない。もし、居室ｅが無窓であるならば、歩行距離で
ウ

でｍ以下、
エ ア オ

ｍ以下となる。

が限度を超える時、廊下左端し外部に屋外
ア

仮に居室ａとｄにおいて、

階段を設けると有効である。

Ｇ
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計画範囲 計画範囲 計画範囲
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１階屋上における屋上庭園は「１階外部の広場との動線に配慮する。」と指定を受けている。屋上庭園と広場をつなぐ外部階段を点線の３．

範囲で完成させよ。尚、平面は２階で、１階の階高は４ｍ、屋上庭園は２ＦＬ±０、広場はＧＬ±０、１ＦＬはＧＬ＋１００とする。

下記の の中に数字を入れ、文章を完結せよ。

集合住宅などにおいて、２層に渡る占有部分のある住戸をメゾネット住戸と呼ぶ。この場合の住戸内専用階段は、１戸建て住宅と同様、

幅員は ㎝以上、踏面は ㎝以上、蹴上げは ㎝以下となっている。従って、階高が４ｍの時、段数は 段以上必要となる。
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製図試験基礎トライアル　単位空間編４（住戸）

１．

2
,0
0
0

2
,5
0
0

3
,5
0
0

5
0
0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

2
,0
0
0

2
,5
0
0

7,000

3
,5
0
0

3
,5
0
0

1
,0
0
0

3
,5
0
0

リビング ダイニング

和室

洋室１ 洋室２

外部廊下

バルコニー

住戸７９．５㎡

7
,0
0
0

7
,0
0
0

平面Ａ 平面Ｂ

6,500

7
,0
0
0

7
,0
0
0

平面Ｃ

洗面・脱衣

ＰＳ・ＭＢ

隔て板

キッチン

浴室

下記の平面Ａは、７×７ｍ２コマを用いた約８０㎡の３ＬＤＫであるが、これを参考に、平面Ｂ・Ｃにおいて約８０㎡の３ＬＤＫを点線の範囲で計画せよ。

尚、外廊下及びバルコニーは範囲の外に計画してもよい。

下記の７×７ｍ２コマを用いて、約９０㎡の４ＬＤＫを計画せよ。平面は５階建ての３階部分で、３～５階は同一平面、２．

階高＝各階３．５ｍ、用途地域は住居地域である。

尚、外廊下及びバルコニーは範囲の外に計画してもよい。
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製図試験基礎トライアル　単位空間編５（住戸）
１．下記の２及び３階平面の点線の範囲を用いて、約１２０㎡の４ＬＤＫメゾネット住戸を計画せよ。

尚、２階階高は４ｍとし、アプローチは３階外部廊下からとする。
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基準階平面図　Ｓ．１／４００
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バルコニー

外廊下

Ｌ

Ｄ

Ｋ

洋室１

洋室２ 洋室３

Ｂ

配慮した別パターンの３ＬＤＫを計画せよ。

その際、Ａ部分の住戸について、右図の点線の範囲で、居室の採光に

建物の基準階において、代表的３ＬＤＫの間取りは下図のとおりである。２．

下記の点線の範囲において、１ＬＤＫの住戸を計画せよ。３．
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１．下記の図は１階平面図兼配置図の一部である。Ｄ寸法が５ｍ、６ｍ、７ｍ、８ｍの時を想定し、車いす使用者用駐車スペース２台分とサービス車

１台分の駐車場をＤ寸法と縦罫線のある範囲で計画せよ。尚、車いす使用者用は幅３．５以上ｍとし、出主入口にできるだけ近い位置に設ける。

製図試験基礎トライアル　単位空間編６（屋外施設）

駐輪場は図面西側（欄外）に、管理通用口は東側（欄外）にあるものとする。
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下図の状況において、ゾーンＡを利用して、駐輪スペース１５台分（１台当たり０．５ｍ×２ｍ程度）と植栽を計画せよ。２．
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下図の状況において、地下１階に約２００㎡の機械室がある場合、メンテナンスを目的としたドライエリアを記入せよ。３．
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１．下記の図は１階平面図兼配置図の一部である。建物の１階床レベルが、水害対策として、ＧＬ＋１，０００である時、歩道からの高齢者、車いす、

車いす使用者用駐車スペースからの車いす動線にも対応したスロープをゾーンＡの範囲で計画せよ。

製図試験基礎トライアル　単位空間編７（屋外施設）

7,000 7,000 7,000

風除室
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駐車スペース

車いす使用者用ゾーンＡ

車出入口
歩道

車道

主出入口

道路境界線
Ｎ

下記の図は２階平面図の一部である。点線部は１階の外壁部アウトラインを表している。この屋上を利用して１００㎡以上の屋上庭園を計画せよ。２．

Ｎ

隣
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境
界

線

隣地境界線

公園

出入口

尚、屋上庭園は、ピロティ、上部に屋根、ひさし等のある部分は面積に算入しないものとする。

例：Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ

下図の敷地状況において、「地域住民が気軽に利用できる市民広場」を要求された場合、右欄の広場配置を好ましい順に符号で並べよ。３．

下図の敷地状況において、「施設利用者が気軽に利用できる憩いの広場」を要求された場合、右欄の広場配置を好ましい順に符号で並べよ。４．

敷地

広場
Ａ

敷地

Ｂ

Ｃ Ｄ

広場

敷地 敷地

広場 広場

敷地

広場
Ａ

敷地

Ｂ

Ｃ Ｄ

広場

敷地 敷地

広場 広場

解答：　　＞　　＞　　＞
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解答：　　＞　　＞　　＞
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１．下記の図は３階平面図（最上階）の一部である。所要室Ａは、約２００㎡で、天井高さ３ｍ以上の「光豊かな」無柱空間を求められている。

製図試験基礎トライアル　単位空間編８（部位）

その際の、キープランにある縦横方向の３階部断面をそれぞれ作図せよ。

尚、建物の構造は「ラーメン構造による、鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造としてもよい。）」となっている。

２．

３階に約１５０㎡の集会室（可動間仕切りにより２室に分割して使用できるものとする。）及び、専用倉庫（面積適宜）、湯沸室（面積
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適宜）を隣接させ計画せよ。尚、右欄には３階部のＡ－Ａ’断面を記入せよ。
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下記の図は地上３階建て建物における３階平面図の一部である。点線部は２階の外壁部アウトラインを表している。この屋上を利用して

下記の図は地上３階建て建物における３階平面図の一部である。点線部の範囲で次の３室を計画せよ。

１）２５人程度が利用できる調理実習室（収納スペースを含むものとする。）

２）２５人程度が利用できる工作室（収納スペースを含むものとする。）

３）２５人程度が利用できる趣味・娯楽室（和室とし、水屋、納戸を含むものとする。）

Ｎ

ＥＶ

ホール
多機能
便所

男子
便所

女子
便所

管理階段

客用階段

廊下

Ｎ

Ｓ．１／４００
Ｂ

Ｂ’

他
の
所
要
室

他
の
所
要
室

7,000 7,000

7
,0
0
0

7
,0
0
0

上部
トップライト

所要室Ａ

Ａ Ａ’

Ｎ

単－８



１．下記の図は中間階にある所要室Ａの平面図と断面図である。そこに自然排煙に有効な窓を記入し、図を完成せよ。

製図試験基礎トライアル　単位空間編９（部位）
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Ｃ
Ｈ

下記の図はある公共施設における中間階の廊下部分である。ここに排煙設備を前提とした措置を加筆し、平面図を完成せよ。２．

合わせて、下欄には排煙設備の対処方とその理由を記入する。
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Ｓ．１／４００排煙設備の対処とその理由

下記の図は地上５階建て建物における地下１階の駐車場である。ここに自然排煙に有効なドライエリア、サッシを加筆し、平面と部分断面を完成せよ。３．

合わせて、下欄には自然排煙の対処方とその理由を記入する。尚、点線部の楕円マークは１階の都合によりドライエリア付設が可能な部分を示す。
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機械室

泡消火
設備室

Ｓ．１／４００

Ｃ
Ｈ

２段昇降式駐車装置

単－９



１．コミュニティセンターの要求室の１つ「研修室」の特記事項において、「約４０人が教室形式で利用できる。」とある場合、最も妥当と思われる

製図試験基礎トライアル　単位空間編１０（部位）

単－１０

規模の室を柱、壁、外壁開口、廊下入口、机、いすを記入し、完成させよ。

Ｓ．１／４００

１．において、無駄な空白が無く、日常的機能、避難共に支障のない範囲で、最大のもの、及び最小と思われるものを図示せよ。２．

Ｓ．１／４００ Ｓ．１／４００

最大と思われるもの 最小と思われるもの



１．

製図試験基礎トライアル　記述編１（設備）

主な設備機械を５つあげよ。ただし、この建物の空調システムは単一ダクトシステムとする。

地下１階、地上３階建のコミュニティセンター（合計床面積は約３５００㎡）において、地下１階にある電気・機械室（約２００㎡）にある

① ② ③ ④ ⑤

空調システム

理由

おいて、妥当と思われる空調システムをあげ、その理由を１００文字以内で記述せよ。尚、電気・機械室は１階にある。

上記－１）において、採用した空調システムに見合う電気・機械室の面積と設置する主な機械を挙げ、屋上設置する機械も挙げよ。２．－２）

電気・機械室面積

電気・機械室に

設置する主な機械

主な機械

屋上に設置する

約 ㎡（有効数字は１０の位以上とする。）

２．－１）地上７階建の１・２階は店舗テナント、３～７階は事務所（自社オフィス）の構成による建物（合計床面積は約４０００㎡）に

３つ書き出し、その効果を各６０文字以内で記述せよ。

番号 変更または付加的要素 その効果

①

②

③

による建物（合計床面積は約５０００㎡）において、妥当と思われる空調システムをあげ、その理由を１００文字以内で記述せよ。

空調システム

理由

４．ファンコイルユニット方式を採用する予定の高齢者施設において、環境負荷低減の観点から、変更し得る要素、または付加的要素を

３． 地下１階、地上７階建の地下１階に電気・機械室、１・２階は店舗テナント及びホテルフロント機能、３～７階はホテル客室の構成

記－１



１．以下の表における建築的措置は、環境負荷低減に対しどのような効果があるか、６０文字以内で述べよ。

製図試験基礎トライアル　記述編２（環境負荷低減）

番号 建築的措置 その効果

④

⑤

⑥

樹の植樹

敷地内南面における落葉

屋上緑化

２．空調負荷を低減し、燃料・電力の消費を抑制する上で、建物の断熱性能を向上させる方法として、高断熱素材を隙間なく施工する以外に

考えられる建築的手法を３つ挙げよ。

③

①

②

③

３．建築物の建設過程において、環境負荷低減ができる項目を２つ挙げ、それぞれ５０文字以内で説明せよ。

①

②

環境負荷低減について、特に配慮したことを１００字以内で記述せよ。

女子浴室

4
,0
0
0

1
0
0

4
,0
0
0

3
,5
0
0

3
,5
0
0

6
0
0

3
,5
0
0

道
路

境
界

線

建築物の高さ
ＲＦＬ

５ＦＬ

４ＦＬ

３ＦＬ

1
9
,2
0
0

１ＦＬ

２ＦＬ

ＧＬ

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下廊下カフェテリア

2
,8
0
0

2
,2
0
0

2
,2
0
0

2
,2
0
0

2
,3
0
0

2
,6
0
0

2
,6
0
0

2
,6
0
0

2
,5
0
0

太陽光発電パネル

芝

シングル
ルームＳ３．

道
路

境
界
線

ホテル

2
,5
0
0

フロント男子更衣室

屋上庭園（中庭）

風除室風除室

2
,8
0
0

2
,8
0
0

フィットネスクラブ

エントランスホールエントランスホール

1
0
0

植栽

Ｓ１３．

Ｓ１３．

Ｓ１３．

Ｓ３

Ｓ３

縮尺１／３ ０ ０

7,000 7,0007,0007,000 4,0004,000

４．下記の図は、あるビジネスホテルとフィットネスクラブからなる複合施設の断面図である。この図から知り得る情報をもとに、建築物の

環境負荷低減について

特に配慮したこと

①

②

散水に利用

雨水を貯水し 、植栽への

透水性舗装

敷地内外構における

ライ ト ウェルの設置

集合住宅等における

外断熱工法

集合住宅等における

記－２



１．問題文に、「ラーメン構造による鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造としてもよい。）」とある時、断面図は下図のようになった。

製図試験基礎トライアル　記述編３－１（構造）

7,0007,0006,0006,0006,0003,000

エントランス

ホール
風除室

6
,0
0
0

芝生

2
,8
0
0

2
,7
0
0

更衣室
女子

備蓄倉庫 消火体験室

廊下

更衣室
男子

更衣室
男子

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0 男子

便所
男子
便所便所

女子

2
,7
0
0

2
,7
0
0

女子浴室 女子脱衣室

1
0
0

2
,6
0
0

アリーナ道
路
境
界

線

ＧＬ

1
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

3
,5
0
0

1
2
,2
0
0

6
0
0

２ＦＬ

１ＦＬ

ＲＦ１Ｌ

ＲＦ２Ｌ
建築物の高さ

道
路
境
界
線

7,000 4,000Ｓ．１／３００

２．問題文に、「ラーメン構造による鉄筋コンクリート造とし、一部、他の構造種別としてもよい。」とある時、エスキースは下図のようになった。

１．５回転

２回転２回転

ＧＬ

＋３００

主出入口

サ

車出入口

ＥＶ

ピロティ

就業員出入口

風除

ロッカー

女子 １０１

男子９４

ＥＶ

守衛

採暖室 受付

屋内プール
３３４

ＤＳ

Ｗ ルーム

ＥＶ

Ｃ

３０４

荷解ゴ

倉庫

４１
スタッフ

６８

湯
人荷

エスカレーター

エントランス

Ｗ

Ｃ

倉庫

下
足
棚

受付ホール

３８８８８８６１
２

６

６

７

７

２

２回転

ＥＶ
人荷用

風
除

ＥＶ

ＥＶＥＶ

トレーニング

２０８

９６
エアロビクス

コーヒー

ショップ
９６

エントランス

控室

ＥＶ

光庭

４９

ホール

倉庫

Ｗ

Ｗ

Ｃ

Ｃロビー
１０４

湯

倉
庫

Ｃ

Ｃ

Ｗ

Ｗフロント

事務室

エスカレーター

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

６ ８ ８ ８ ８ ８

６

６

７

７

２Ｆ

ＥＶ

ＥＶＥＶ Ｔ３

Ｓ１ Ｓ１２

Ｓ１３Ｓ１８

２４

Ｔ２

Ｔ１
リ
ネ
ン倉庫

６

６

８８８８８６

１Ｆ

この場合、構造計画において、特に配慮したことについて８０字以内で述べよ。

この場合、構造計画において、特に配慮したことについて１００字以内で述べよ。

構造計画について

特に配慮したこと

構造計画について

特に配慮したこと

ツイン
ルーム ルーム

シングル

基準階 ３～７Ｆ

非常口

非常口

通報訓練
コーナー

出入口

記－３－１



１．問題文に、「構造（構造種別は自由）・・・」とある時、断面図は下図のようになった。

製図試験基礎トライアル　記述編３－２（構造）

この場合、構造計画において、採用した構造種別と、その理由について８０字以内で述べよ。

隣
地
境

界
線

1
0
0

多目的ホール

6
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,7
0
0

6
0
0

道
路
境

界
線

4
,0
0
0

1
0
0 Ｂ１ＦＬ

１ＦＬ

２ＦＬ

4
,0
0
0

3
,5
0
0

廊下

ＲＦＬ
建築物の高さ

6
0
0

1
2
,2
0
0

2
,5
0
0

学童保育所 玄関 共用エントランス

芝

芝

娯楽室

ホール２

ホール

事務室

2
,5
0
0

2
,5
0
0

南側接地面

図書室

2
,7
0
0

2
,5
0
0

1
0
0

共用エントランスホール１

踏込 ロッカー
コーナー

納戸

管理点検口廊下 屋上緑化

7,000 7,000 7,000 7,000 3,0008,0003,000 8,000

Ｓ．１／３００

２．問題文に、構造条件として、「ラーメン構造による鉄筋コンクリート造。」とある時、断面図は下図のようになった。

この断面図において、右手各階の大梁の断面寸法をミリ単位で記入（縦×横）し、フィットネススタジオ上部の梁については説明を記入して

その理由

採用した構造種別

2
,5
0
0

8,0006,000

1
0
0

電気・機械室3
,8
0
0

警備室 廊下 厨房倉庫

１ＦＬ

Ｂ１ＦＬ

２ＦＬ

５ＦＬ

４ＦＬ

３ＦＬ

ＲＦＬ
芝

廊下

廊下

廊下

女子便所

リネン室

リネン室

リネン室

倉庫リネン室 女子更衣室

ルームＳ８．
シングル

Ｓ８．

Ｓ８．

ＵＢ

ＵＢ

ＵＢ

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

ＧＬ＋４５００

7,000

男子浴室

1
0
0

7,0003,000

女子浴室

道
路

境
界

線

3
,0
0
0

フィットネススタジオ

芝

6
0
0

1
1
,9
0
0

1
2
,6
0
0

5
,5
0
0

無柱空間とする

4
,0
0
0

ＧＬ

4
,4
0
0

4
,0
0
0

隣
地

境
界
線

3
,5
0
0

3
,5
0
0

1
9
,6
0
0

3
,5
0
0

6
0
0

建築物の高さ

5,000

図を完成させよ。

記－３－２



１．下図は、ある事務所ビルの１階平面図と基準階平面図である。

製図試験基礎トライアル　記述編３－３（構造）

この場合、構面の１割以上を目安に耐力壁となる位置に斜線により加筆し、ＥＷと記入する。さらに平面上の重心と剛芯のズレを補正する対策に

記－３－３

重心と剛心のズレを

9,000
8,0008,0008,000

40,000
8,0008,000

2,000

4
,0
0
0

6
,5
0
0

6
,5
0
0

2
6
,0
0
0

6
,5
0
0

6
,5
0
0

2
,0
0
0

6
,5
0
0

2
6
,0
0
06
,5
0
0

6
,5
0
0

6
,5
0
0

8,000 8,000 8,000 8,000
40,000

8,000

補正する対策

事務室Ａ 事務室Ｂ

コーナーコーナーコーナー

店舗１
店舗２

店舗３

地下駐車場への

斜路

ついて述べよ。

２ Ｆへ
１．５往復

会議会議 ＯＡＯＡ 応接応接

Ｎ



１．

製図試験基礎トライアル　記述編４－１　（計画）
地上５階建の集合住宅（１階にエントランスホール、管理人室、２～５階が住戸）と複数店舗（１階）の構成からなる建物において、防犯上の

観点から、電気的手法の他、考えられる建築手法を３つ挙げよ。

①

②

③

２．

隣地境界線４７Ｍ

隣
地

境
界

線
３
４
Ｍ

道
路

境
界

線
３
４
Ｍ

道路境界線４７Ｍ

２０㎡
カフェテラス

ドライ

エリア

車出入口

通路

駐輪スペース　

計３０台

（２０）

（１０） サービス車３．

計３台

車いす使用者用

駐車スペース２．

車いす使用者用

駐車スペース１．

計８㎡

シャワーブース

風除室 待合コーナー

喫茶店

ＤＳ

計１９４㎡（１７６）

フィットネススタジオ

器具収納

（１８）

従業員便所

男子

職員

フロント２

２５㎡

洗面台

ロッカー

男子 更衣室

計９６㎡

女子

女子

（４８） （４８）

エントランスホール２

下足

コーナー

多機能便所

多機能便所

男子便所 女子便所

５６㎡

倉庫

ＰＳ

ＥＶ

事務室

３３㎡

倉庫

通用口

通用口

売店

サービス車２．

サービス車１．

ゴミ置場

（４）

ゴミ置場

（４）

車出入口

車出入口

ＥＶ

湯沸室

ＥＶ

男子

女子
職員便所

ＰＳ

共用ロビー

２０９㎡

ＰＳ

男子便所 女子便所

ＰＳ

ＰＳ

3,000 4,00040,000

8,0008,000 8,000 8,000 8,000

6
,0
0
0

2
,0
0
0

7
,0
0
0

7
,0
0
0

6
,0
0
0

2
6
,0
0
0

6
,0
0
0

外部階段

植栽

植栽

植栽 厨房

鏡張り

受付カウンター

１４㎡

２１㎡

防火シャッター

控室

管理シャッター

下足棚

倉庫

倉庫

警備員室

職員更衣室

女子男子

ＤＳ

フィットネススタジオ上部

ＥＶ

ＥＶ

防火
シャッター

エントランスホール１

（１０）

器具収納

（６）

倉庫

多機能便所

男子便所

女子便所

トレーニングジム

計８８㎡（７８）計６２㎡（５６）

貸会議室

職員

ＰＳ

多機能便所

ＥＶ
ＥＶ

男子

女子
職員便所

ＰＳ

フロント１

クローク 倉庫

倉庫

ＰＳ

女子便所

防火
シャッター

吹抜

庇

庇

踏込 サウナシャワー

男子

（４８）

計９６㎡
男子便所浴室 脱衣 浴室

女子

（４８）

５６㎡

（吹抜有効４２）

応接ラウンジ
３３㎡

吹抜

３１㎡ 休憩コーナー

ブース

湯沸室
客用

自販機

自販機

受付カウンター

防火
シャッター

控室

7
,0
0
0

7
,0
0
0

6
,0
0
0

6
,0
0
0

2
6
,0
0
0

6
,0
0
0

6
,0
0
0

1
2
,0
0
0

ＥＶ

１９．２５㎡

談話コーナー

倉庫

40,000

8,0008,000 8,000 8,000 8,000

リネン室

ツイン
ルームＴ１．
２８㎡

ＰＳ

Ｔ３． Ｔ２．

１６㎡

シングル
ルーム

Ｓ１．Ｓ２．Ｓ３．Ｓ４．Ｓ５．Ｓ６．Ｓ７．Ｓ８．Ｓ９．Ｓ１０．Ｓ１１．Ｓ１２．

ハンディキャップ

ルーム
２４㎡

ＵＢ

自販機

ＥＶ

ＰＳ

ＰＳＰＳＰＳＰＳＰＳＰＳＰＳＰＳ

１階

２階

基準階

Ｓ．１／４００

右図は、あるビジネスホテルとフィット

ネスクラブからなる複合施設である。

ホテル部分について、防犯上の観点

から、必要であれば加筆を行い、

引き抜き線で補足説明をし、図面を

完成させよ。

防火
シャッター

記－４－１



製図試験基礎トライアル　記述編４－２　（計画）

１．下図は、ある「子育て支援施設のあるコミュニティセンター」の１階部分である。「子供の安全を守る」観点から、支援施設部分に必要であれば、

加筆した上で、「子供の安全を守る」上で特に配慮したことを１００文字以内で述べよ。また、必要に応じて、平面図には引き抜き線で補足

説明をせよ。

子供の安全を守る上で

特に配慮したこと

Ｎ

道路境界線５０Ｍ

4
,0
0
0

8
,0
0
0

3
0
,0
0
0

6
,0
0
0

8
,0
0
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